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コミュニケーション能力養成重視授業シラバス 

 

堀田英夫 

 

 

1. 序 

 

外国語教育・学習の主たる目的の一つは、その学習対象の言語によって、口頭および筆記によ

りコミュニケーションできるようになることである。学習者および教育の場の目的、条件、能力、背景

などによって、外国語教育の方法や達成目標レベルなどが異なってくるが、本稿は、愛知県立大

学外国語学部スペイン学科の専門スペイン語教育全体のシラバスを検討する中で、テレビ会議シ

ステムを利用して映像と音声を含むオンラインによる、ほぼ同世代の学生とのコミュニケーション実

践を組み入れ、コミュニケーション能力養成をどのように位置づけるかについて考察したものである。

英語とは別に一つの外国語を、日本の大学で初めて学ぶ学生を対象として、４年間の過程で日常

生活における 低限必要なレベルを習得させ、いずれかの分野の専門書を読解し、その分野のテ

ーマについて文章を書いたり、話し合ったりできるようにするのが目標である。 

 

2. 現行学科専門科目カリキュラム 

 

学科専門科目カリキュラムは、外国語学部の二本柱である「語学教育」と「地域研究」を担う、ス

ペイン語（科目群）とスペイン・ラテンアメリカ研究（科目群）から編成されている。スペイン語の授業

は、２０人程の少人数クラスが主で、母語話者(ネイティブスピーカー)客員教員による授業と、日本

人教員による授業を組み合わせて、１・２年次は毎日１授業時間(90 分)あるように時間割を設定し

ている。スペイン・ラテンアメリカをフィールドとした地域研究も１年次の概論(入門的授業)から始ま

り、２・３年次から講義形式の授業、３・４年次には演習形式の授業で専門的に学ばせる。ここでは、

前者の「語学教育」を中心に考察する。  

 

2.1. 一年次 

 

スペイン語科目は、三種の授業科目で週 5 授業時間編成されている。「基礎スペイン語総合」は、

比較的少人数のクラス規模で、一週間に二授業時間ある。二つの授業時間は、教授者が連携して

進めていて、発音、基礎語彙、基本文法を総合的に学習し、スペイン語の基礎力を身につけさせ

る。「基礎スペイン語実習」は、CALL(コンピュータ LL 教室)を利用し、コミュニカティブ・アクティビ

ティー等の口頭練習などを行うことにより、発音、聞き取り、語彙・基礎文法の習得をめざしている。

「基礎スペイン語会話 I」ではモデル対話集を学ぶことによりスペイン語の基礎を学びつつ、口頭で
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コミュニケーションの練習をするための客員教員による授業であり、一週間に二授業時間を一人の

教授者、または二人の場合は、連携して行われる。  

１・２年次にはスペイン語の授業の他に、「スペイン研究概論(地域研究)」「ラテンアメリカ研究概

論(地域研究)」「スペイン・ラテンアメリカ研究概論(言語)」「スペイン・ラテンアメリカ研究概論(文

学)」といった、それぞれ半期のスペイン学科の教育・研究対象地域と学問領域の概観を学ぶ科目

も用意されていて、スペイン語圏の人々とのコミュニケーションに必要な文化的背景を用語やその

概念を含めて学ぶように計画されている。 

 

2.2. 二年次 

 

四種の授業科目で週５授業時間(夜間主コースは４時間)編成されている。「基礎スペイン語会

話 II」は、覚えた例文や語彙、表現を組み合わせて、伝えたいことをスペイン語で口頭表現でき、

比較的平易な内容を聞き取ることができるようにするための、客員教員による授業で、昼間主コー

スは２時間、夜間主は１時間である。「基礎スペイン語講読」では、比較的平易な文章の読解、多

読、作文練習をすることにより、語彙や、熟語、文法の習熟をはかる。「基礎スペイン語作文」にお

いて、短文を覚えることにより基礎をつけつつ、覚えた例文や語彙、表現を組み合わせて、伝えた

いことを書いて表現できるようにする。 「スペイン語文法」の授業では、総合的に学んで、ある程度

基礎がついてきた段階で、文法を体系的に講義して知識を整理し、スペイン語力の基礎固めをす

る。また日本語や既習の英語と比較し、言語のしくみについても考える。 

他に、「基礎演習(地域研究)」「基礎演習(言語文学)」という科目で、それぞれ地域研究の分野

と言語・文学研究の分野での平易なスペイン語文の読解と同時に、大学専門教育における学習方

法・基礎的な研究能力を身につけさせる。 

 

2.3. 三、四年次 

 

 三年次になると、履修科目は、言語研究や文学研究を含む地域研究、すなわちスペイン語圏を

対象とした特定の学問領域による研究が主体となる。スペイン語運用能力の習得のための科目は

選択必修となる。日本語で書かれたもののスペイン語訳や、手紙文、感想文、随筆、小論文など自

由作文の書き方を習得するための「スペイン語作文」、機能別、場面別に、聞き、話すこと、簡単な

アナウンスの聴取、小スピーチなども練習する「スペイン語会話」の二つは客員教員による授業で

ある。「時事・商業スペイン語」では、ニュースや商業通信文などで実際に使用されている文章を題

材に、時事問題に関連するスペイン語および専門用語、表現の意味やその使い方について習得

させる。四年次には、スペイン語基礎をしっかりと身につけた受講生を対象に、さらに高度な総合

的語学力をつけることを目的とする「上級スペイン語」が開設されている。 

 主として三、四年次に履修するスペイン・ラテンアメリカ研究科目にも専門領域を学びながらスペ

イン語読解能力の習得を図る「外書研究(地域研究)I/II」、「外書研究(言語文学)」がある。また研
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究演習でも授業の中では、スペイン語文献の読解が含まれる。四年次には、教員の指導のもと、和

文西文のいずれかで卒業論文を執筆する。日本語で書く場合は、スペイン語要約を付けることが

義務づけられている。また日本語とスペイン語両方の口述試験がある。 

 

2.4. 目標 

 

 学科の学生に対して、何年生までにどの程度のスペイン語力を身につけさせることを教育目標と

するかの学科としての議論は、いままで公式にはしていない。筆者個人の意見として、以下の目標

を学内用ウエブ・ページの個人スペースで公表している。 

 

スペイン学科スペイン語達成目標 

1 年次終了時点: 
語彙数 1500、文法基礎、簡単な会話、平易な文章読み書き  

スペイン協会検定 5 級  

2 年次終了時点: 
語彙数 3000、文法まとめ、日常会話、日常文章読み書き  

スペイン協会検定 4 級  

3 年次終了時点: 
語彙数 4500、会話、手紙、普通の文書読み書き、スピーチ準備  

スペイン協会検定 3 級  

4 年次終了時点: 
語彙数 6000、自分の専門分野で討論・翻訳・文書作成・スピーチ  

スペイン協会検定 2 級, DELE Básico  

4 年次終了後: 
いろいろな分野での討論・翻訳・文書作成・スピーチの勉強を続ける 

スペイン協会検定 1 級, DELE Superior, 通訳案内業試験  

 

 

 各年次ごとの習得目標としての、語彙やその数、文法項目、文化項目とその概念などについて、

検討し、教材を作成していく必要がある。長年その必要性については言及されてはいるが、まだ実

現を見ていない。また１年次については、前期と後期とで分けて、考える必要もあるように思われる。

これらは、今後の課題である。 

 

3. コミュニケーション能力養成重視授業二年次用シラバス 

 

2003 年度においては、上記現行カリキュラムの中の二年次対象「基礎スペイン語作文」の中に

テレビ会議システムを利用したコミュニケーション実践を組み入れた。この実践および評価につい
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ては別のところで報告している23。実践の経験もふまえ、2004 年度後期筆者担当の授業科目「教

科教育法(西語)II、講義題目 スペイン語教育におけるコミュニケーション能力養成」において、テ

レビ会議システムを利用したコミュニケーション実践をスペイン語の授業に組み込むためのシラバ

スを受講者と一緒に検討した。コミュニケーション実践は、人と人とが対面して行うのが も自然で

ある。母語話者(ネイティブスピーカー)による授業を用意し、スペイン語圏への語学研修の世話を

したりしているのは、 も自然な形でのコミュニケーション能力を習得して欲しいからである。テレビ

会議システムを利用してコミュニケーションを行う意味は、両国学生が居住地にいながらにしてあた

かも同じ部屋にいるかのような感覚で交流をするという点にある。学生という同じ身分でほぼ同年代

同士の交流の機会を増やすという意味もある。 

シラバス案の前提は以下のように設定した。 

 

対象学生：日本の大学でスペイン語入門段階の文法や語彙の学習経験のある二年目の学生。 

授業回数：半期１２回。１回９０分。 

テレビ会議システムを利用したメキシコの学生とのコミュニケーション実践の３回の授業を組み込

む。そのための準備や復習を含めた全体１２回のシラバスを考える。 

 

授業では、 初、2003 年度と 2004 年度24のテレビ会議システムを利用したメキシコの学生と

のコミュニケーション実践の説明と記録を見て、その後の回で、受講者が教師役となり、事前に考

えてきたシラバスに基づき、他の出席者を生徒役として模擬授業を行った。それに対し、参加者全

員で検討した25。コミュニケーションの内容は、前もって決めてはいなかったが、日本とメキシコ、そ

れぞれの文化を紹介するという、2003 年度の実践に倣ったものとなった。 

 

3.1. シラバス 

 

12 回の授業は、(1)お互いの自己紹介、(2)先方の文化について提示を受ける、(3)自分の文

                                                  
23 「コミュニケーション重視のスペイン語教育のための遠隔合同授業の試行」愛知県立大学外国

語学部紀要(言語・文学編)第 36 号 2004 年、“CLASE CONJUNTA A DISTANCIA PARA EL 

APRENDIZAJE DEL ESPAÑOL”, JAPÓN Y EL MUNDO HISPÁNICO: ENLACES 

CULTURALES, LITERARIOS Y LINGÜÍSTICOS - Actas del Coloquio Internacional de 

la Asociación Europea de Profesores de Español editado por Toshiaki ARIMOTO et 

al., Asociación Europea de Profesores de Español, 2004、67-73、「テレビ会議利用の

外国語コミュニケーション教育」『２００４ＰＣカンファレンス論文集』CD版/製本版、2004 年、コンピ

ュータ利用教育協議会(CIEC)、154-157 
24 時期の関係で 2004 年度の分は第１回目分のみを示した。 
25 受講生によって学期末に提出されたシラバス案は、冊子『太平洋を越えてのコミュニケーション』、

愛知県立大学、2005 年に収録した。 
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化について相手側に提示する、のそれぞれ 4 回の授業からなる三つに分けることができ、また、そ

れぞれの分類の中で、 初の 3 回のおいて準備しつつ学習を進め、4 回目にテレビ会議システム

によるコミュニケーション実践をするように考えた。2003 年度の実践よりも、それぞれの分類の中

での準備を充実させるという計画である。打ち合わせ等の準備やその後のまとめの段階で電子メ

ールを利用しての学生同士のコミュニケーションも行わせる。 

 

3.2. お互いの自己紹介 

 

 自己紹介の部分でも、i)自分が相手に自己紹介するための基本的な語彙、文法事項、表現を学

ぶ部分、すなわち発信のための部分、ii)相手の自己紹介を聞いて理解する受信の部分、iii)疑問

文を学び質問することにより情報を補う方法を学ぶ部分、iv)それにこれら学習した事項を習熟する

ためのロールプレイイングやシミュレーションによる練習の部分を考えることができる。v)そして 4 回

目にテレビ会議システムによるコミュニケーション実践をする。相手の人物についてある程度の情

報があれば、事前に人物紹介の語彙、表現を用意しておくことができるし、また学習（コミュニケー

ションの準備）と実際のコミュニケーションとのつながりが得やすい部分である。 

 

3.3. 先方の文化について提示を受ける 

 

 先方からメキシコ文化の一つのテーマについて提示があるという前提で、その提示に含まれる語

彙や表現の学習、その内容に即した質問を作成するという準備を 3 回の授業で行う。4 回目が実

践である。先方が読み上げるテキストが事前に入手できれば、それを読解するという作業になり、日

本側学生の理解が確実となり、質問も準備しやすい。しかし、その場合、口頭コミュニケーション実

践は、少なくとも 初の提示部分はセレモニーとなってしまい、聞いて理解するということにはなら

ない。また、先方の提示内容が事前にまったくわからないのであれば、参加者の聴解力によっては、

コミュニケーションできないおそれがある。少なくとも語彙や表現を準備できるぐらいのテーマ・話題

は事前に知らせてもらい、同じテーマの別のテキストを提供してもらうか、またはこちらで用意して、

学生たちの理解のための準備をする必要がある。文化項目によっては、日本語文献で知識を得て

おく方法も良い。質問もいくつか準備しておく必要がある。 

 

3.4. 自分の文化について相手側に提示する 

 

 日本文化の一つのテーマについてスペイン語で提示するための準備を 3 回の授業で行い、4 回

目に実践する。内容は、参加者全員で一つのテーマを決め、様々な面からの提示を行う方法から、

グループごと、また参加者各人が一つのテーマを決めて行う方法まで、いくつかの段階を計画する

ことができる。2003 年度は、全員を四つのグループに分け、グループごとにテーマを決めさせ、参

加学生がそのテーマ内でいくつかの提示をした。準備では、i)テーマの選定から、ii)そのテーマに
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ついてスペイン語で書かれたものの読解、iii)提示のための原稿の作成、iv)質問を想定しての返

答の用意をする。テーマ選定には、実際には難しいが、「日本人が伝えたい日本文化ではなく、外

国人が知りたいであろう文化を考える」26必要がある。 

 

3.5. 目標 

 

 会ってまもない者同士が言葉を交わすのは、情報のやりとりによって何らかの成果を得ることを目

標に行われるのが普通である。テレビ会議システム利用のコミュニケーション実践には、2003年度、

2004 年度の両年度とも話し合って得た情報を盛り込んだ小冊子を作成するという目標を立てた。

2004 年度「教科教育法(西語)II」でのシラバス案についての検討には、特にはこの点を含めなか

った27。何らかのテーマについて話し合い、知識を広げるという目標でも有効であると考えられるが、

小冊子という何らかの形に残すことを目標にすることによって、参加者の意欲や達成感を高めるこ

とが可能と思われる。先方の学生の参加意欲を高め、達成感をえてもらう手段や方法については、

今後もさらに検討していかなければならない。 

 

4. 三、四年次コミュニケーション実践 

 

 三、四年次学生は、夏期休暇中の語学研修や、一年間の外国人対象のコースなどをスペイン語

圏で受けてきた者もいて、コミュニケーション能力養成には、一、二年次とは異なる方法や目標を

考えなくてはならない。またそれぞれの学生が今までに獲得した能力に応じた方法や手段を考え

る必要もある。 

 2004年度テレビ会議システム利用コミュニケーション実践のスペイン語セッションは、三、四年次

対象の「言語研究演習」の授業時間に組み入れ、各学生の研究テーマのための情報(資料)入手

を目標とした。言語研究では、研究対象言語・方言の話者をインフォーマントにして、対面して質問

することによって、語彙や用例、発音などを聞き出し、書き留めるという資料収集方法がある。これ

をテレビ会議システムを使ってメキシコ人学生を相手に演習受講学生に行わせたものである。４人

の受講生が、縮小辞、日常会話表現、点過去と現在完了、擬音語のテーマそれぞれで文献調査

を行った後、日本時間で１０月２０日、２７日、１１月１７日の三回のテレビ会議による映像と音声での

オンライン・コミュニケーションでメキシコ人学生にいくつかの質問をして回答を得た。その成果を期

末課題として提出させ、小冊子に収録した。 

 このメキシコ人学生とのコミュニケーション実践は、かならずしもコミュニケーション能力養成のみ

を目的としたものではなく、言語研究の一テーマでの資料収集も目的としている。先方の参加学生

が回ごとに変わりうるという状況の中で、出身地や年齢、社会的バックグラウンドを厳密に調べた上

でのインフォーマント調査ではないという点で、学問的な厳密さとしては課題が残るものではあるが、

                                                  
26 2004 年度教科教育法(西語)II受講者田浦武英さん提出シラバス案からの引用。 
27 シラバス案検討自体については小冊子に収録するという目標を立てた。 
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履修した授業の成績評価のために学部学生が提出する課題としては、資料収集方法の経験も得

ることができたこともあり、評価できるものと思われる。 

 コミュニケーション実践としても、日本側参加学生には資料収集という明確な目標があり、メキシコ

側参加学生には容易に返答することができ関心も持てる質問への応答という状況で、活気あるやり

とりが観察できた。参加人数が限られているので評価について定量的な分析はできないが、第１回

目の後で書いてもらった感想文(本稿の末尾に掲載した)では、メキシコとの映像と音声によるリア

ルタイムのコミュニケーションを「楽しかった」とか、さらに続けたいという良い評価をしている。授業

中での成果報告および学期末の課題には、テレビ会議利用のコミュニケーションによる資料収集を

生かした報告をしている。 

 三、四年次生のコミュニケーション実践は、日本側参加学生は４人のみで、テーマも言語研究の

メキシコのスペイン語についてのテーマであった。他の分野の特定テーマについてメキシコの一般

的学生たちがどのような意識を持っているのか、どんな考えを持っているのかなどといったアンケー

ト調査のような形での実践も興味深いものになるのではないかと思われる。これら別のテーマでの

コミュニケーション実践については今後の課題としたい。 

 

5. 日本語によるコミュニケーション 

 

 この点については、本稿の目的を越えるため別の機会に考察したいが、学習した外国語によるコ

ミュニケーション能力を身につけさせるためには、母語である日本語によるコミュニケーション能力

養成も必要不可欠である。 

大学における学習方法としてのプレゼンテーションなどの指導を含む一年次前期の「教養演習」

や、専門分野研究方法の指導としての「基礎演習」、「研究演習」など、調査・検討したことを報告

する能力養成も行われる科目は用意されている。就職活動支援としての研修会やガイダンスでも、

アポイントの取り方や面接など、コミュニケーション能力養成が図られている。 

 専門分野の研究および就職活動支援という目的の他に、日常生活でのコミュニケーション能力養

成を目的とした科目の開設、あるいは「教養演習」を後期にも続けて開設するなどの拡充が必要と

思われる28。 

 

6. 結 

 

 学科の専門スペイン語教育全体のシラバスを検討する中で、コミュニケーション能力養成をどの

ように位置づけるかについては、学科内や大学全体の中での検討が必要であるが、これまでの経

                                                  
28 2004 年度筆者担当の「基礎スペイン語作文」では、日常の社会生活での筆記によるコミュニケー

ション能力養成を考え、従来のような与えられた日本語をスペイン語に訳す練習ではなく、メール、

注意書き、案内、広告、マニュアルなどまず日本語による文章作成をし、それをスペイン語で表現

する練習をした。 
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験や考察をふまえ、筆者は次のように考える。 

 テレビ会議システムを利用して同世代学生との口頭コミュニケーション実践を二年次学生に対し

て導入するとすると、半期十数回の授業時間の中で、3 回ほどの遠隔合同授業を組み入れ、その

ための準備としての語彙や表現の学習のための授業を行う。準備の中には先方学生とのメールに

よるコミュニケーションを含む。遠隔合同授業以外の授業時間は、「準備」という位置づけではある

が、二年次におけるスペイン語教育の中では重要な授業時間として位置づけなければならない。

遠隔合同授業で使用する・したかどうかにかかわらず、挨拶や自己紹介の表現、特定テーマにつ

いてのやりとりのための語彙や表現をこれらの授業で十分に習得させることを目標とする。現行の

通年 5 コマのスペイン語授業（基礎スペイン語会話 II が 2 コマ、基礎スペイン語講読、基礎スペイ

ン語作文、スペイン語文法が各 1 コマ）の他に新たに授業時間を設定するのは現実的ではない。

「スペイン語文法」の授業を、一年次後期から開始することで、二年次後期に「基礎スペイン語実習

II」などといった科目名で半期分開設できるのではないかと思われる。一年次後期は、「基礎スペイ

ン語総合」の半期分を「スペイン語文法」に当てることとする。 

 三、四年次学生には、専門分野の特定テーマについて、先方学生から情報を得たり、意見や感

想を聞くことによりコミュニケーション能力養成と専門分野での研究を深めることを目的とする。イン

フォーマント調査（口頭コミュニケーションによる情報取得）は、言語研究のみならず、文化の研究

や社会科学の分野でも重要であり、それを現代の通信技術を使っての実践練習も有意義と思われ

る。また、学生の参加意欲と達成感のために小冊子やウエブサイト作成は一つの有力な手段であ

る。教授者の指導のもと、学生たちにその編集や作成をさせることも重要である。 

先方の学生の学習のためになり、参加意欲を高めるような方法については、さらに検討していき

たい。 

 封書や葉書を書いて出すよりもずっと簡単に書き送ることができる電子メールは、その簡単さゆえ

の誤読や読み飛ばし、言葉不足や余剰による誤解や感情の行き違い、相手への思いやりの欠如

などの問題があることを痛感している。コミュニケーションは、語彙や表現を身につけることももちろ

ん必要ではあるが、自分の考えをまとめ、相手の理解度を推測し、双方のおかれた状況を考慮に

入れて自分の意志を適切に伝えることができるようなマナーや心構え、態度も身につけることが重

要である。通信技術の発達により、インターネットや携帯電話での映像や音声によるオンラインでの

人と人との交流がますます容易に安価に実現可能となってきている状況の中では、とりわけこのよ

うな面も考える必要があると思われる。 

（2005 年 4 月） 

 

(付) 2004 年度遠隔合同授業・スペイン語セッション参加者感想文 

 

山崎茉莉子、２００４年１０月２１日 

 今回、メキシコの大学の生徒達と話す、ということで初めてテレビ電話というものを使いました。し

かもメキシコと日本という国際テレビ電話。私のイメージとは違って、相手の画像はきれいで声もほ
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とんど遅れることなく届いていて驚きました。ただ、台風接近のせいで私たちのグループは 30 分し

か時間がなかったことが残念でした。挨拶をして自己紹介をして、ちょっと話しているうちに30分が

経ってしまい、あっという間でした。用意してきた質問も、少ししか聞くことができなかったけれど、メ

キシコの生徒と話すのはとても楽しかったです。向こう側の生徒は思ったより多く、私たちの質問に

対していろんな答えを言い合っているのがおもしろかったです。そしてメキシコのクラスはとても雰

囲気がよくてその感じが伝わってきました。遠い場所にいる人たちと、顔を見ながら話せるというテ

レビ電話のすごさを感じました。やはり相手の表情が見えるというのはいいなと思います。この機能

を活かして、相手に何かを見せたり何かを見せてもらったりしながら話すのも楽しいと思います。私

はメキシコには行ったことがないので、この機会にメキシコの学生と知り合えることが嬉しいです。ま

た来週機会があるので、そのための準備をしてもっとスムーズにたくさん話ができるようにしようと思

います。 

 

Mariko Yamazaki, 23 de octubre de 2004. 

  Ésta fue la primera vez que usé el “videoteléfono” para hablar con los 

estudiantes de México. Fue un videoteléfono internacional entre México y Japón. 

Contra mi imaginación, la imagen es clara y pudimos escuchar sin tardar tiempo 

y me sorprendí de eso. Es una lástima que no pudiéramos hablar más de 30 

minutos por causa de acercamiento del tifón. El tiempo pasó rápidamente 

saludando y presentando a nosotras mismas. No pude preguntar a ellos muchas 

preguntas que había preparado, pero me divertí hablando con estudiantes de 

México. Ellos discutían sobre nuestras preguntas. Creo que pudimos hablar en un 

ambiente libre y los mexicanos eran muy amables.  

Me parece estupendo que podamos hablar con la gente de México viendo sus 

caras aunque estábamos muy lejos. Con esta función, quiero hablar enseñando 

algo de Japón y viendo algo de México. Yo nunca he ido a México, por eso, me 

alegro mucho de conocerlos. Tenemos otra clase la semana que viene. Voy a 

preparar para la clase y quiero hablar mucho más con ellos.  

 

Sakiko Takeno, 22 de octubre de 2004. 

   Es la nueva manera de aprender idiomas. Podemos hablar y comunicar, pues 

no exactamente físicamente pero lo mas parecido que posible con los estudiantes 

del otro lado del mundo, México. Podemos sentir ambiente, podemos ver cara y 

sentimos que realmente estábamos hablando juntos. 

   Es muy diferente que aprendemos en el libro de texto o de video. Podemos ver 

reacción. Y podemos escuchar español ahora. Me sentí como si fuera volví a 

México otra vez. 
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   Ojalá que en el futuro podremos tomar cursos de la UDLA aunque estamos 

aquí en Japón.   

 

Tomomi Kawasumi, 22 de octubre de 2004. 

El tifón estaba acercándose a nuestra región y estuvimos a punto de quedar 

suspendida la video conferencia entere la UDLA y nuestra universidad. Creía que 

iba a suspender por supuesto aunque esperaba tenerla. Sin embargo, como nos 

permitía la escuela y la cerebramos al plan señalado. 

Mi tema es el pretérito y el presente perfecto. El español de España (castellano) 

y el de México son diferentes en el uso de los dos. Varios libros gramáticas ya 

dicen que como los usa y se puede entenderlos si los lee. Hace tres años que 

empecé a aprender el español y los primeros dos años no me di  cuente de la 

diferencia del español entre España y México. Pero poco a poco, recibiendo unas 

clases de la lengua, comencé a tener interés por la diferencia gramática. 

Además, estuve en México por un mes del agosto a septiembre de este año. Allá 

he experimentado realmente el demasiado uso del pretérito. Cuando quería decir 

los eventos del pasado, se usaba más el pretérito que el presente perfecto. Lo 

dicen muchos libros. A veces usé el presente perfecto cuando referí la experiencia. 

Estas experiencias es la razón por la que decidí investigar más el español de 

México. 

A través de la máquina conectado con la UDLA. Me dio mucho gusto de 

volver a verles a mis amigos mexicanos. Debíamos terminar nuestras 

presentaciones en una hora por el tifón. Conseguí unas respuestas a mis 

preguntas. De todas maneras, lo que esperaba  mucho es platicar con mis 

amigos de México. Me ayudaron mucho durante mi estancia en México. Me dio 

mucho gusto de que me extrañen. Me gusta México lo que pensaba antes y 

por eso tengo ganas de conocer más de su idioma, mexicanismos, la 

gramática mexicana y por supuesto la gente y su cultura. Espero volver a 

verles otra vez y aumentar mis conocimientos a través de las 

videoconferencias. 
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